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前期前半終了 ３８日間の夏休みに突入 

 今年は、梅雨明けが早かったこともあり、６・７

月は猛暑の中、熱中症を心配しながらの学校生活と

なりました。新学期が始まって４ヶ月が経ちます

が、一人一人が成長できたと思います。 

夏季休業前の集会で、夏休みには次のことを大事

にして過ごすように話をしました。 

夏休み明けの８月２９日（月）に、元気いっぱい

の子どもたちに会えることを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

家庭教育講演会 

７月１日（金）の授業参観・懇談会に併せて、家

庭教育講演会を開催しました。スクール・ソーシャ

ル・ワーカーの友村美衣氏から、「子どもが健やかに

育つための環境づくりと大人の関わり方」という演

題で講演をしていただき、子育てのポイントについ

てたくさんのことを学ぶことができました。特に、

印象深かった言葉をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

校内水泳大会 

 ７月１２日～１４日に、低・中・高学年に分

かれて校内の水泳大会を実施しました。一人一

人が、一種目を選んで泳ぎました。６月のプー

ル開きから一か月余り、水泳学習の成果が十分

に発揮された水泳大会で 

した。たいへん暑い中、 

都合をつけて応援に来 

ていただいた保護者の 

方々に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

米作りに挑戦！ ５年生 

 ６月２４日（金）に、プール南側にある一瀬

様（６年生の保護者）の田んぼをお借りして、

５年生が田植えをしました。最初は、ぬかるん

だ土に足を取られて苦戦していましたが、段々

慣れてくると目印に沿

って楽しそうに苗を植

えていました。５年生

は、これから教室の窓

から稲の生長を見なが

ら収穫を楽しみに待つ

ことになります。 

家庭連絡票について 

  昨年度まで、夏休みと冬休みに入る前の日

に、「家庭連絡票（めあてと反省など）」を配付

しておりましたが、今年度から配付しないこと

としました。めあては教室に掲示してあり、学

期ごとに振り返りを書いて返却しているからで

す。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

  

玉陵 community(ｺﾐｭﾆﾃィ) 

校訓 ～つよく かしこく  
なかよく あかるく～ 

 

「つよく」・・・早寝・早起き・朝ごはんのリズム 
を守る。 

「かしこく」・・・計画的に勉強する。 
「なかよく」・・・家族のために、 

進んでお手伝いをする。 
「あかるく」・・・出会った人に 

進んであいさつをする。 

〇安心できる場所や人、自分のお手本になるような
人がいると、子どもは安心して自分で行動を決め
たり、行動を選択できたりする力をもっている。 

〇低学年の子どもには、いろいろな経験をさせ、本当
に困っている時に手助けをする。高学年の子ども
には、自尊心を傷つけないように関わる。 

〇親や先生が子どもへ言葉をかける場合、８割以上
が指示・命令・注意、禁止になりがち。子どもの気
持ちや考えを聴き、理解しようとする姿勢が大切。 

〇子どもへの問いかけはプラスの問いかけで 
 ・どうしたらできるかな？ どう 【友村 SSW】 

したい？ どうしてほしい？  
何か手伝えることある？ など 

〇「どうする？」と子どもに聞くこ 
とを繰り返す。自分で決める練習 
を積み重ねることがポイント。 

低学年：ビート板 

中学年：クロール 高学年：平泳ぎ 
 

※夏休み中、学校は、土曜、日曜、祝日以外は職
員が出勤していますが、８月１０、１２、１５
日は閉庁日となります。 


